
第29回「在宅医療サークル」（R5.9.22開催）
テーマ：｢医療機関連携担当者紹介と連携方法｣と｢島原市の取組｣

1.どの施設がどのような仕組みで連携室を運営しているか、患者の相談を受け付けているか良くわかり

ました。

2.各病院の連携機関や役割が理解できて良かったです。

3.各医療機関の連携担当者の方の顔を見て説明が聞けたので良かった。

4.普段電話で話している人と顔が見えてよかった

5.顔が分かったから。

6.他職場の方を知ることができた

7.今回zoomで参加し、各施設の方を知ることが出来たから。

8.各医療機関の望ましい連携方法について知ることができたため

9.在宅の先生方も医療・福祉職からの連携の声かけを期待しておられることが分かりよかった。

10.ドクターは忙しいとの思いから書面でのみでの連携をと思いがちだが、直接電話やお会いして話す

方がいいとの意見が聞けて今後の連携に活かしたいです。

3、その理由を教えてください

2、
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連携担当者紹介と連携方法について、連携室の顔の見えるきっかけづくりになりましたか。
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11.各医療機関の連携方法が分かり今後の業務が遂行できます。ありがとうございました。

12.それぞれの病院の連携室の状況を知ることができた

13.各施設の連携室担当者の方を知ることができました。また、施設の特徴もわかりました。

14.具体的相談方法などの報告が参考になりました

15.各施設の担当者様の顔や考えなどわかりました。

16.各病院の連携室担当の名前と顔が一致したから

17.日々奮闘されている姿が目に浮かびました。また連携室の方と距離が少し縮まった気がしました。

18.各施設の特色や取り組みについて認識する機会になりました。

19.相手の顔が見えたことで次回からコミュニケーションが取りやすくなると思います。

20.各施設の窓口がわかった

21.詳細が分かった。名前と顔でｲﾒｰｼﾞがわいた。

22.電話での連携が多い中、今日はモニターごしや、実際皆さんにお会いでき様々なお話が伺えてよかった

です。今後も機会があれば参加したいと思います。

23.11医療機関の連携室の特徴が、わかりやすく説明して下さりよかったです。先生たちへ連絡や依頼す

るのは本当ハードルが高いと思っていたが気軽に声掛けしてよいと言ってもらえたので要点をまとめて意

見などいただこうと思います。

24.ズーム参加でしたが会場に行けば良かったと後悔しました。具体的に伝えてもらいありがたかっ

たです。

25.連携室のないところの方々も今回の研修参加で把握することができたからです。

26.各医療機関の連携担当者や方法について知ることができた。

27.各病院、クリニックの担当者の思いも聞くことができとても良かった。

28.連携方法を詳しく聞けて良かった。

29.各担当の方を理解できました。

30.病院の特性が理解でき、連携室の方に相談しやすくなりました。

31.各病院の連携担当者の顔が見え、今後の役に立つと思った。

32.日頃の業務仕事の中では、電話で話すだけで、今回の研修に参加して直接顔をみて、あいさつをするこ

とで、今後のことにつながると思いました。

32.11の医療機関の特徴や連携方法などこれまで知らなかったこともあり、とても勉強になった。

4、



5、理解できた、または理解できなかった内容などご感想をご記入ください

1.知らないかつ重要な制度が豊富だなあと思いました。在宅医療サークルに来る人たちは意識が高い人たち

だと思うのですが、そうではない人たちを巻き込んでいき多くの高齢者と介護者にサービスを利用しても

らうべきだと感じました。

2.知らないことを知ることができてよかった。

3.日頃利用者様に紹介している制度について再度確認できた

4.市の取り組みなど聞くことができて大変参考になりました。

5.自分が知らない、福祉の取り組みを知ることができました。ありがとうございました。

6.島原市の支援内容が簡潔にまとめられていた。必要時は提案させていただきたい

7.利用者様が有効に使用できるよう情報提供ができればと思います。

8.島原市の取り組みについて理解度を深める事が出来ました。また、申請の際、訂正された内容など知る事

が出来ました。

9.市の取り組みをわかりやすく伺うことができました。

10.介護している家族への見舞金制度は知らなかったので、今回を機に学べてよかった。入院してくる方に

は経済的な理由から短期間の入院をお願いされるケースも多いので、そのような方には制度の概要につい

て伝えていきたい。

11.具体的内容が分かりました。

12.日頃から、困っていた用件だったので非常に学びになりました。

13.全て理解できました。大変良かったです。連携が取りやすくなりました。

14.市の取り組みは、日頃から活用させて頂いているのでより理解を深めることができました。

15.利用できる制度など詳しく知ることができ、今後支援を行う上で必要な方に情報提供し活用していきた

いと思います。

16.知らないサービスがあって勉強になった。

17.利用できそうなものもあり、活用しようと思います。

18.対象の問い合わせ可（タクシー券）、ふれあい収集の対象者の条件など詳しく聞けて良かった。

19.ふれあい収集等、代理申請ができることが知れて良かった。

20.自分が知らない取組みがきけて勉強になりました。

21.担当者の人柄が良い

22.ふれあい収集やタクシー券について再度詳細に聞くことで改めて理解できた。

6、研修を受けた感想や意見、今後受けたい研修、医療・介護連携の中で課題に感じることなど
自由にご記入ください。

1.在宅ターミナルケアへの連携方法、独居・身寄りのない方へのかかわり方の研修を希望します。

2.地域に住む住民を取り巻く、医療連携について学ぶ事が出来ました。少しでも、地域に住む住民に還元

できるよう在 宅医療・介護連携について学んでいきたいと思いました。

3.在宅高齢者介護見舞金については、会場の様子から意外と知られていないような印象を受けました。

4.褥瘡学習会など。

5.ACPについて
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